
●
異
動　
平
成
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年
4
月
1
日
付

【
部
長
・
参
事
】
▼
総
合
政
策
部
長　

井
澤
清

典
（
埼
玉
県
か
ら
派
遣
）　

▼
総
務
部
長　

川

島
将
史
（
議
会
事
務
局
長
）　

▼
市
民
生
活
部

長
兼
危
機
管
理
監　

風
間
祥
一
（

（教）
生
涯
学
習

部
長
兼
図
書
館
長
事
務
取
扱
兼
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
館
長
事
務
取
扱
）　

▼
環
境
経
済
部
長

兼
（財）
行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事
務

局
長　

小
林
乙
三
（
総
合
政
策
部
次
長
兼
企

画
政
策
課
長
）　

▼
都
市
整
備
部
長　

小
林
敏

信
（
都
市
整
備
部
次
長
兼
水
道
課
長
）　

▼
参

事
兼
建
設
部
道
路
治
水
課
長
事
務
取
扱　

小

林
修
（
建
設
部
次
長
兼
道
路
治
水
課
長
）　

▼

会
計
管
理
者　

堀
口
真
弘
（
総
務
部
次
長
兼
税

務
課
長
）　

▼
（教）
学
校
教
育
部
長　

小
河
原
勝

美
（
総
合
政
策
部
長
）　

▼
（教）
生
涯
学
習
部
長　

猪
野
塚
敏
和
（
会
計
管
理
者
）　

▼
議
会
事
務

局
長　

河
野
恭
男
（
環
境
経
済
部
長
兼

（財）
行
田

市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事
務
局
長
）　

▼

彩
北
広
域
清
掃
組
合
事
務
局
長　

森
光
弘
（

（福）

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
（
次
長

級
））

【
部
次
長
】
▼
総
合
政
策
部
次
長
兼
企
画
政
策

課
長　

竹
井
英
修
（
総
務
部
次
長
兼
契
約
検

査
課
長
）　

▼
総
務
部
次
長
兼
税
務
課
長　

小

林
永
治
（
議
会
事
務
局
次
長
（
次
長
級
））　

▼

市
民
生
活
部
次
長
兼
市
民
課
長　

茂
木
孝
雄

（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
）　

▼
環
境
経
済
部

次
長
兼
環
境
課
長　

小
巻
政
史
（
環
境
経
済

部
環
境
課
長
）　

▼
環
境
経
済
部
次
長
兼
農
政

ご参加ください

▶日　　時	 7月25日㈭・26日㈮の2日間
	 午前9時～午後5時
▶場　　所	 中央公民館第1学習室（「みらい」内）
▶内　　容	 甲種防火管理者の資格を取得するための講習
▶定　　員	 50人
▶費　　用	 4,000円（教材費など）
▶申し込み	 6月24日㈪～28日㈮に印鑑、費用、写真1枚（縦

3㎝ ×横2.5㎝で3カ月以内に撮影したもの）を
消防本部予防課に持参

▶問い合わせ	 同課☎550―2121

甲種防火管理新規講習

（
課
長
級
以
上
の
職
員
）

　

土
橋
義
男
氏
（
61
歳
）
が
市
議
会
の
同
意
を

得
て
、
4
月
1
日
付
け
で
副
市
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

土
橋
氏
は
、
元
行
田
市
職
員
で
秘
書
人
事
室

人
事
課
長
補
佐
、市
民
経
済
部
農
政
課
長
補
佐
、

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
、
議
会
事
務
局

次
長
、議
会
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　
人
事
課
人
事
給
与
担
当
（
内

線
2
0
7
）

副
市
長
に
土
橋
義
男
氏
が
新
た
に
就
任土橋義男 氏

　市内在住のおおむね65歳以上で構成される団
体を対象に、次の講座の講師を派遣します。
▶開催日時	 5月1日㈬〜平成26年3月31日㈪の

月〜金曜日午前9時または午後1時からの1時間
▶内　　容（次のいずれかを選択）
ながちか（長親）体操（体操）
　ストレッチ体操、筋力アップ体操、リズム体操、
口の体操の4つの動きで構成された体操を行います。
生活に運動を取り入れよう（運動）
　毎日実践できるような手軽な筋力アップ体操
やストレッチ体操を行います。
認知症を予防しよう（認知症予防）
　認知症について理解を深め、予防するための
生活のポイントを伝えます。
元気で長生きするための食生活のポイント（栄養）
　普段の食事のカロリー摂取量やバランスの良
い食事ができているかを確認します。
口の健康を保とう（口

こう

腔
くう

）
　歯を守るための唾液をたくさん出すマッサー
ジや口腔内のケアについて確認します。
外に出る楽しみを見つけよう（その他）
　楽しみが広がるお出掛けのポイントや心の健
康を保つ生活の送り方について学びます。
▶講師派遣料　無料
▶申し込み・問い合わせ　開催日の1カ月前ま

でに直接または電話で高齢者福祉課地域支援
担当（内線278）

　温室効果ガスの削減を図るととも
に、節電対策として、次の期間、職員
は軽装で勤務していますので、皆さん
のご理解をお願いします。

▶実施期間	 5月1日㈬～10月31日㈭
▶問い合わせ	 人事課研修厚生担当（内線

207）

楽らく長生き講座

クールビズを
実施しています
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私
た
ち
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
や
自
由
人
権

思
想
の
普
及
な
ど
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人

権
擁
護
委
員
の
原
口
知
宣
氏
（
南
河
原
）
は
、

3
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
長
嶋
道
枝
氏
（
向
町
）
が
新
た
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
3
年
で
、
4
月

1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。

▼
問
い
合
わ
せ　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
対
策

担
当
（
内
線
2
2
1
）

路
治
水
課
主
幹
）　

▼
（教）
学
校
教
育
部
学
校
教

育
課
長　

篠
田
豊
和
（
北
河
原
小
か
ら
）　

▼

（教）
生
涯
学
習
部
図
書
館
長
兼
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
館
長　

小
巻
健
二
（
環
境
経
済
部
商
工
観

光
課
長
兼

（財）
行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会

事
務
局
次
長
）　

▼
議
会
事
務
局
次
長
（
課
長

級
）　

鴨
田
和
彦
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
地
域

福
祉
推
進
幹
）　

▼
（財）
行
田
市
産
業
･
文
化
･

ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団
事
務
局
長
兼
本
部
業

務
（
総
務
・
人
事
担
当
、
経
理
担
当
、
企
画
・

管
理
担
当
）
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
ス
ポ
ー
ツ

事
業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
古
代
蓮
の
里
事

業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

内
田
親
生
（
総
合

政
策
部
広
報
広
聴
課
長
）　

▼
（福）
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
（
課
長
級
）　

福
原
智

（
（教）
生
涯
学
習
部
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
長
）

●
退
職　
平
成
25
年
3
月
31
日
付

▼
副
市
長　

山
﨑
明
弘　

▼
総
務
部
長　

小
川　

栄
一　

▼
技
監
（
契
約
事
務
・
工
事
検
査
担
当
）　

山
下
進　

▼
市
民
生
活
部
長
兼
危
機
管
理
監　

小
林
茂　

▼
都
市
整
備
部
長　

橋
本
好
司　

▼

（教）
学
校
教
育
部
長　

大
谷
恭
栄　

▼
彩
北
広
域

清
掃
組
合
事
務
局
長　

内
田
勉　

▼
総
務
部
税

務
課
収
納
対
策
幹　

島
田
道
太　

▼
市
民
生
活

部
地
域
づ
く
り
支
援
課
長　

浪
江
美
穂　

▼
市

民
生
活
部
南
河
原
支
所
長　

吉
野
貞
雄　

▼
（教）

学
校
教
育
部
学
校
教
育
課
長　

柏
瀬
裕
之

▼
問
い
合
わ
せ　
人
事
課
人
事
給
与
担
当
（
内

線
2
0
8
）　

田
明
夫
（

（教）
生
涯
学
習
部
ひ
と
つ
く
り
支
援
課

主
幹
）　

▼
総
務
部
人
権
推
進
課
長　

風
間
重

文
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹
）　

▼
総
務
部

契
約
検
査
課
長　

中
村
和
則
（
農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
）　

▼
総
務
部
副
参
事
（
工
事
検

査
担
当
）　

岡
村
幸
雄
（
都
市
整
備
部
都
市
計

画
課
長
）　

▼
市
民
生
活
部
地
域
づ
く
り
支
援

課
長　

門
倉
正
明
（
健
康
福
祉
部
保
険
年
金

課
長
）　

▼
市
民
生
活
部
副
参
事
兼
地
域
づ
く

り
支
援
課
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長　

菅
原
広
志
（
市
民
生
活
部
地
域
づ
く
り
支
援
課

主
幹
）　

▼
市
民
生
活
部
防
災
安
全
課
長　

杉

山
孝
義
（
議
会
事
務
局
主
幹
）　

▼
市
民
生
活

部
南
河
原
支
所
長　

新
井
隆
治
（
環
境
経
済
部

副
参
事
兼
環
境
課
粗
大
ご
み
処
理
場
長
兼
事
務

長
事
務
取
扱
）　

▼
環
境
経
済
部
商
工
観
光
課

長
兼

（財）
行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事
務

局
次
長　

吉
田
悦
生
（
市
民
生
活
部
防
災
安
全

課
長
）　

▼
環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
企
業
誘

致
推
進
幹　

諸
貫
忠
秋
（
総
合
政
策
部
財
政

課
主
幹
）　

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
地
域
福
祉

推
進
幹　

長
島
浩
司
（
環
境
経
済
部
商
工
観
光

課
主
幹
）　

▼
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長　

島
田
卓
吏
（
総
務
部
人
権
推
進
課
長
）　

▼
健

康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
長　

夏
目
眞
利
（

（福）

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
（
課
長

級
））　

▼
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
長　

新
井

康
夫
（
健
康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
長
）　

▼

健
康
福
祉
部
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

佐
野
雄
一

（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長
）　

▼
都
市

整
備
部
水
道
課
長　

田
島
秀
和
（
建
設
部
道

課
長　

柴
﨑
一
彦
（
環
境
経
済
部
農
政
課
長
）　

▼
都
市
整
備
部
次
長
兼
都
市
計
画
課
長　

栗
原　
　

功
（
総
務
部
次
長
（
工
事
検
査
担
当
））　

▼
建

設
部
次
長
兼
用
地
課
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務

局
長　

島
田
清
（

（財）
行
田
市
産
業
･
文
化
･
ス

ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団
事
務
局
長
兼
本
部
業
務

（
総
務
・
人
事
担
当
、
経
理
担
当
、
企
画
・
管

理
担
当
）
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
ス
ポ
ー
ツ
事

業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
古
代
蓮
の
里
事
業

部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）　

▼
（教）
学
校
教
育
部

次
長
兼
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

小
管
秀
行
（

（教）
学
校
教
育
部
副
参
事
兼
学
校

教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務
長
事

務
取
扱
）　

▼
（教）
生
涯
学
習
部
次
長
兼
ひ
と
つ

く
り
支
援
課
長　

鵜
木
幹
之
（
環
境
経
済
部
観

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長
（
の
ぼ
う
の
城
担

当
・
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
担
当
））　

▼
（教）
生
涯
学
習

部
次
長
兼
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
中
央
公

民
館
長　

宮
﨑
勝
行
（
健
康
福
祉
部
次
長
兼
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

▼
（教）
生
涯
学
習
部
次
長

兼
郷
土
博
物
館
長　

門
井
輝
秋
（

（教）
生
涯
学
習

部
次
長
兼
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
中
央
公

民
館
長
）　

▼
（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
常

務
理
事
（
次
長
級
）　

長
谷
川
清
（
建
設
部
次

長
兼
用
地
課
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
）

【
課
長
・
副
参
事
・
幹
】
▼
総
合
政
策
部
企
画

政
策
課
政
策
推
進
幹　

岩
田
樹
一
良
（
総
合
政

策
部
秘
書
課
政
策
秘
書
幹
）　

▼
総
合
政
策
部

広
報
広
聴
課
長　

江
森
裕
一
（
総
合
政
策
部
企

画
政
策
課
主
幹
）　

▼
総
務
部
収
納
課
長　

吉

原口知宣 氏長嶋道枝 氏

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時

※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りた
いとき

・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓

口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

食生活改善推進員(ヘルスメイト)養成講座
　健康の基本である食について、自分のため、家族のた
め、地域の方のために学んでみませんか。「調理実習をし
たい」「生活習慣病を予防したい」「地域の人と交流を深
めたい」など興味のある方は気軽にご参加ください。

日時・場所・内容

※日程の詳細については、確定次第お知らせします。
対　　象	 市内在住で修了後ボランティア活動が可能な方
費　　用	 1,500円(テキスト代、食材費）
定　　員	 20人(先着順)
持 ち 物	 筆記用具
申し込み	 5月16日㈭までに電話で保健センター

子どもの健康
乳幼児健診
　健 診 名	 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他	 転入されたお子さんで、前住所地で受診

していない方は保健センターにご連絡く
ださい。

ＢＣＧ予防接種
　受付日時	 5月22日㈬午後1時40分～2時
　対　　象	 生後3カ月以上1歳未満(1歳の誕生日を迎

える前々日まで）
※標準的な接種時期は、生後5カ月から8カ月になり

ます。
※予約制になりますので、接種希望日の１週間前ま

でに同センターへ申し込みください。予約後、都
合により接種日を変更するときもご連絡くださ
い。

乳幼児相談（要申し込み）
　日　　時	 5月9日㈭、6月4日㈫午前9時30分～11時
　対　　象	 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　日　　時	 ①5月9日㈭②6月4日㈫
	 　午前10時30分～11時30分（午前10時15

分から受け付け）
　対　　象	 ①平成24年11月15日～12月14日生まれ

のお子さんがいる方
	 ②平成24年12月15日～平成25年1月14日

生まれのお子さんがいる方

離乳食教室（中後期）（要申し込み）
　日　　時	 5月22日㈬午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け）
　対　　象	 生後7カ月〜11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）
　日　　時	 5月15日㈬
	 ※時間は申し込みの際にお知らせしま

す。
　場　　所	 保健センター
　対　　象	 いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

　そ の 他	 随時、電話での相談も受け付けます。

期　　日 医療機関名 期　　日 医療機関名

5月19日㈰ 壮幸会行田総合病院 6月 2 日㈰ 清幸会行田中央総合病院

5月26日㈰ 清幸会行田中央総合病院 6月 9 日㈰ 壮幸会行田総合病院

日時 場所 内容
5月24日㈮
午前9時30分～午後
2時

ＶＩＶＡぎょうだ
調理室

開講式
オリエンテーション
調理実習

6月～平成26年2月
保健センター
ＶＩＶＡぎょうだ
産業文化会館

食事だけでなく、医
師や歯 科 医 師の講
話、調理実習、運動
実習など、楽しく健
康全般の知識を高め
ることができる講座
を各自で選択(毎月
に1回程度を予定）

平成26年2月 保健センター 閉講式
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子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌の
３ワクチンが定期予防接種になりました

　４月1日から子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌の3
つのワクチンが定期予防接種になりました。

　対　　象	 【子宮頸がん】小学6年生から高校1年生の
年齢に相当する女子

	 【ヒブ】生後2カ月から5歳未満
	 【小児用肺炎球菌】生後２カ月から5歳未満

健康づくりのための教室
効果的！サーキット・ウオーキング教室

　ウオーキングは手軽に、誰でもできる有酸素運動です。
継続することで脂肪燃焼効果も期待できるウオーキング
について、より効果的に行うことができる姿勢、速度、
歩数、リズムなどについて学び、実践してみませんか。

　日　　時	 6月5日㈬午前10時～正午(午前9時40分
から受け付け)

　場　　所	 「グリーンアリーナ」剣道場、ウオーキング
コース

　内　　容	 サーキット・ウオーキングの実践
	 体の準備と姿勢、効果的な速度について

学ぶ
　講　　師	 新井恵子さん（健康運動指導士）
　対　　象	 ウオーキングなど運動に関心のある市民の方
　定　　員	 20人(先着順)
　持 ち 物	 運動しやすい服装、室内運動靴、飲み物、

タオル、健康手帳、
筆記用具

　そ の 他	 5月7日 ㈫ に 開 催
する教室と同様の
内容になります。

　申し込み	 5月31日㈮までに
直接または電話で
保健センター

家族のつどい
　心の病気をお持ちの方の家族を対象に「家族のつどい」
を行っています。家族同士の交流や情報交換の場として
参加してみませんか。

　日　　時	 5月15日、7月17日、9月25日、11月20日、
平成26年1月15日、3月19日の各水曜日
午前10時～11時30分

　場　　所	 保健センター談話室
　そ の 他	 初めて参加を希望する場合は、保健センター

までご連絡ください。

歯周疾患検診
　日本人が歯を失う原因の1位は歯周疾患です。歯周疾
患を予防して、いつまでも自分の歯を元気に保ちましょう。

　実施期間	 6月1日㈯～12月末
　対　　象	 次に該当する方
	 ※歯周疾患で治療中の方は対象外

昭和48年4月1日～昭和49年3月31日生まれ
昭和43年4月1日～昭和44年3月31日生まれ
昭和38年4月1日～昭和39年3月31日生まれ
昭和33年4月1日～昭和34年3月31日生まれ
昭和28年4月1日～昭和29年3月31日生まれ
昭和23年4月1日～昭和24年3月31日生まれ
昭和18年4月1日～昭和19年3月31日生まれ

　内　　容	 口
こう

腔
くう

内検査(現在歯・喪失歯・歯周組織
の状況）、口腔清掃状態の診査

　費　　用	 500円(70歳以上の方、生活保護受給者、
市民税非課税世帯の方は無料）
※事前に保健センターへご連絡ください。

　そ の 他	 40歳、50歳、60歳の方には節目健診とし
て「歯周疾患のオススメ」のはがきを郵送し
ます。

　申し込み	 5月10日㈮から直接、電話またはFAX(住
所、氏名、生年月日、電話番号、検診名
を明記してください)で保健センター

　

行
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市
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民
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険
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る
、
特
定

健
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び
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導
の
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法
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けんこう大使のこぜにちゃんとフラベぇ
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相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室
5月28日㈫、6月13日㈭※次回6月25日㈫の
予約は6月3日㈪、7月11日㈭の予約は7月1
日㈪から

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館2階会議室 5月20日㈪、6月3日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 6月12日㈬※予約制 午後1時～5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会埼北支部
☎554―2702

不動産 市役所 5月15日㈬ 午前9時～正午
㈳埼玉県宅地建物取引業協会

北埼支部
☎562―5900

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日(祝日を除く）
※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も
受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日(祝日を除く） 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

税務
（予約制）

関東信越税理士会
行田支部

毎週水曜日（祝日を除く）※予約受け付けは
毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の午前10時
30分〜午後3時30分

午後1時～4時
関東信越税理士会
行田支部

☎554―1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 6月2日㈰ 午前8時30分～正午
水道課

☎553―0131
水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 5月21日㈫・28日㈫、6月4日㈫・11日㈫ 午後5時15分～7時

（5月 15日～6月 14日）各 種 相 談

　人権啓発および人権教育に関する施策の推進につ
いて、幅広い意見を反映するため、委員を募集しま
す。

▶応募資格	 満20歳以上の市内在住・在勤・在学
の方で、平日昼間に行う審議会（年2回程度）に出
席できる方。なお、次に該当する方は応募できま
せん。
⑴応募日現在、すでに本市の審議会などの委員の
職にある方
⑵市職員および市議会議員
▶募集人数	 2人
▶任　　期	 2年間
▶応募方法	 住所、氏名、電話番号、「人権につい
ての私の考え」をテーマにしたレポート（800字程
度）を記入した書類（様式自由）を6月3日㈪（必着）
までに持参または郵送で提出してください。
　【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5　
行田市人権推進課
▶選考方法	 書類選考の上決定し、結果は全員に
通知します。
▶問い合わせ	 同課人権同和対策担当（内線221）

　 6月1日㈯は「人権擁護委員の日」です。熊谷人権
擁護委員協議会行田部会では、基本的人権を擁護
し、人権侵犯などのない明るい社会を築くため、特
設人権相談を開催します。
　人権に関する問題でお悩みの方は、気軽にご相談
ください。相談は無料で、秘密は守られます。

▶日　　時	 6月12日㈬午前10時～午後3時
▶場　　所	 忍・行田公民館第1Ａ・Ｂ会議室、学
習室
▶相談内容	 差別、いじめ、虐待、暴力、体罰、
セクハラ、パワハラ、扶養、相続など
▶相 談 員	 熊谷人権擁護委員協議会行田部会所
属の人権擁護委員（8人）
▶そ の 他	 人権相談は、毎月第2水曜日（午後1時
30分～3時30分）に、忍・行田公民館などで実施
しています。
▶問い合わせ	 人権推進課人権同和対策担当（内線
221）

ご応募くださいご相談ください

行田市人権施策推進審議会の
委員を募集します

特設人権相談を開催します

放射線量測定値
参考値

4月18日㈭　・測定個所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
午前9時(晴れ)0.06マイクロシーベルト　午後3時(晴れ)0.07マイクロシーベルト

市税の納付には、「安心！確実！便利」な口
座振替をご利用ください。

今 月 の 納 税
固定資産税・都市計画税・・・・・1期
軽自動車税・・・・・・・・・・・全期

納期限　5月 31日㈮
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▶日　　時	 6月14日㈮午後2時
▶場　　所	 図書館ミーティングルーム
▶内　　容	 絵本、紙芝居、民話、小説、エッセイの

一部など
▶主　　催	 おしゃべりインコの会

▶日　　時	 5月18日㈯午後2時
▶場　　所	 映像ホール
▶題　　名	 金色のがちょう 他（計23分）
▶定　　員	 80人（先着順）
▶入 場 料	 無料

　 4カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時	 6月6日㈭午後1時受付開始
▶持 ち 物	 母子健康手帳

・子どもが伸びる「理科力」のススメ（稲垣栄洋）
・はじめての茶道（田中仙融）
・Team・HK（あさのあつこ）
・命のバトン（堀米薫）
・悪ガキ７（宗田理）
・こぶたのかばん（佐々木マキ）

　資源の有効活用を図るため、保存期限の過ぎた雑誌
を希望者に無料配布します。当日の状況によって予定
時刻よりも早く終了する場合や、冊数制限をさせてい
ただく場合もありますが、ご了承ください。
▶日　　時	 5月19日㈰午前10時～午後5時
▶場　　所	 図書館事務室東側

▶日　　時	 5月15日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容	 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象	 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 5月25日㈯午前11時
▶内　　容	 絵本や手遊びなど
▶対　　象	 幼児
▶主　　催	 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 6月1日㈯午後2時
▶内　　容	 絵本など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 6月8日㈯午後2時
▶内　　容	 絵本など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

午前9時30分～午後7時
5月1日㈬・7日㈫・13日㈪・20日㈪・27日
㈪・31日㈮、6月3日㈪・10日㈪

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

おはなし会

定例子ども映画会

ブックスタート

新 着 図 書

雑 誌 リ サ イ ク ル

読み語りの会

※変更となる場合もあります

荒 木 小
5月15日㈬

6月12日㈬

桜ヶ丘小
5月16日㈭

6月13日㈭

埼 玉 小 5月17日㈮

須 加 小 5月22日㈬

太田西小 5月23日㈭

北河原小 5月28日㈫

北 小 5月29日㈬

泉 小 5月30日㈭

星 宮 小 6月 5 日㈬

太田東小 6月７日㈮

南河原小 6月14日㈮

移動図書館巡回日程

親
子
で
楽
し
く
リ
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ム
体
操
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＆
か
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ん
せ
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さ
く
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交通安全に対する意識を高めて

　4月5日、産業文化会館前広場で、春の全国交通安
全運動出発式が開催されました。
　この催しは、市民の方に交通ルールの順守と交通事
故防止を呼び掛けるために行うもの。交通安全母の会
会長の交通安全宣言を皮切りに、郷土博物館前まで交
通安全パレードが行われ、参加者誰もが交通安全に対
する意識を高めていました。

テニスコートがリニューアル

　3月31日、老朽化した総合公園のテニスコートがリニュー
アルされたことを記念して、セレモニーが行われました。
　全面砂入り人工芝コートへ改修したことで、利用者の安
全で快適なプレーや競技人口の拡大、市民の方の豊かな
スポーツライフを構築することが期待されます。セレモニー
に参加したプレーヤーは、新しく生まれ変わったテニスコー
トで気持ちの良い汗を流していました。

北部第8分団に消防車両が引き渡されました

　3月27日、北部第8分団の消防ポンプ自動車の更
新に伴い、行田市消防団消防自動車引渡式が行われ
ました。
　最新鋭の装備を搭載したポンプ自動車が引き渡さ
れたことで、より安全かつ迅速な消防活動を行うこと
が可能になります。

真心込めて作った商品をどうぞ

　4月18日、教育文化センター「みらい」内に、福
祉の店「きゃんばす」がオープンしました。
　福祉の店「きゃんばす」は、市内の障害者支援施
設や障害者団体が、障害のある人たちと一緒に
作った商品を販売する店で、おいしいクッキーや
パウンドケーキ、かわいい木工製品やアクセサリー
などを販売しています。
　毎週火曜日から金曜日（祝日および「みらい」休
館日を除く）までの午前11時から午後3時まで営業
していますので、ぜひお立ち寄りください。

春の訪れを満喫

　4月17日、市役所前公園通りで、毎年恒例の行田
春まつりが行われました。
　この祭りには、春の苗木や植木をはじめ、71店もの
露店が軒を連ねるとあって、訪れた人は思い思いに買
い物を楽しんでいました。また、新・行田音頭やささ
ら獅子舞の実演、忍城おもてなし甲冑隊の演舞なども
行われ、会場は夜まで多くの方でにぎわいました。

健康づくりの心強いパートナー

　3月19日、本市と大塚製薬株式会社との間で「健康づ
くりにおける相互応援協定」を締結しました。
　同社が展開する健康づくり事業で培った高い見識を本
市の健康づくり施策に反映することで、さらなる相乗効
果が期待されます。
　今後は、同社社員が各地域に出向き、高齢者を中心と
した熱中症講座を開催するほか、行田在来青大豆を活用
した事業が行われる予定です。

草津町と｢災害時における相互応援に関する協定｣を締結

　3月28日、本市と群馬県草津町で「災害時における相
互応援に関する協定」を締結しました。
　大きな宿泊施設を備える草津町と、被災者の救出や
資機材・物資の提供、被災者の一時受け入れなどを行
う協定を結んだことにより、災害対策の強化を相互に図
ることができました。
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交通安全に対する意識を高めて

　4月5日、産業文化会館前広場で、春の全国交通安
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テニスコートがリニューアル

　3月31日、老朽化した総合公園のテニスコートがリニュー
アルされたことを記念して、セレモニーが行われました。
　全面砂入り人工芝コートへ改修したことで、利用者の安
全で快適なプレーや競技人口の拡大、市民の方の豊かな
スポーツライフを構築することが期待されます。セレモニー
に参加したプレーヤーは、新しく生まれ変わったテニスコー
トで気持ちの良い汗を流していました。

北部第8分団に消防車両が引き渡されました

　3月27日、北部第8分団の消防ポンプ自動車の更
新に伴い、行田市消防団消防自動車引渡式が行われ
ました。
　最新鋭の装備を搭載したポンプ自動車が引き渡さ
れたことで、より安全かつ迅速な消防活動を行うこと
が可能になります。

真心込めて作った商品をどうぞ

　4月18日、教育文化センター「みらい」内に、福
祉の店「きゃんばす」がオープンしました。
　福祉の店「きゃんばす」は、市内の障害者支援施
設や障害者団体が、障害のある人たちと一緒に
作った商品を販売する店で、おいしいクッキーや
パウンドケーキ、かわいい木工製品やアクセサリー
などを販売しています。
　毎週火曜日から金曜日（祝日および「みらい」休
館日を除く）までの午前11時から午後3時まで営業
していますので、ぜひお立ち寄りください。

春の訪れを満喫

　4月17日、市役所前公園通りで、毎年恒例の行田
春まつりが行われました。
　この祭りには、春の苗木や植木をはじめ、71店もの
露店が軒を連ねるとあって、訪れた人は思い思いに買
い物を楽しんでいました。また、新・行田音頭やささ
ら獅子舞の実演、忍城おもてなし甲冑隊の演舞なども
行われ、会場は夜まで多くの方でにぎわいました。

健康づくりの心強いパートナー

　3月19日、本市と大塚製薬株式会社との間で「健康づ
くりにおける相互応援協定」を締結しました。
　同社が展開する健康づくり事業で培った高い見識を本
市の健康づくり施策に反映することで、さらなる相乗効
果が期待されます。
　今後は、同社社員が各地域に出向き、高齢者を中心と
した熱中症講座を開催するほか、行田在来青大豆を活用
した事業が行われる予定です。

草津町と｢災害時における相互応援に関する協定｣を締結

　3月28日、本市と群馬県草津町で「災害時における相
互応援に関する協定」を締結しました。
　大きな宿泊施設を備える草津町と、被災者の救出や
資機材・物資の提供、被災者の一時受け入れなどを行
う協定を結んだことにより、災害対策の強化を相互に図
ることができました。
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広　場

○５月１日㈪～30日㈫に電話
または E メールで広報広聴
課広報広聴担当（内線 318）

　※応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、６月３
日㈪午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年7月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
5月生まれの
おともだち
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（
木
島　

斗
川　

監
修
）

音
楽
を
愛
し
て
や
ま
な
い
指
圧
師

久
保
田
靖
孝
さ
ん
（
40
歳
・
真
名
板
）

　

今
月
は
、「N

oise Factory 

ぼ
ん
ぱ
ぱ
」
と
い
う
活

動
名
で
、
行
田
に
関
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
ギ
タ
ー
で

弾
き
語
る
久
保
田
靖
孝
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
楽
器
に
囲
ま
れ
た
家
庭
で
育
っ
た
久

保
田
さ
ん
。
中
学
生
の
と
き
、
初
め
て
手
に
し
た
自
分

の
ギ
タ
ー
で
同
級
生
ら
と
バ
ン
ド
を
結
成
し
、
音
楽
漬

け
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
高
校
卒
業
を
前
に
、
プ

ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指
す
か
悩
み
ま
し
た
が
、

音
楽
は
趣
味
と
し
て
続
け
る
こ
と
に
決
め
、
指
圧
の
道

に
進
み
ま
し
た
。

　

指
圧
の
資
格
を
取
得
し
、
病
院
に
勤
務
し
て
も
な
お
、

音
楽
へ
の
情
熱
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

病
院
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
曲
を
披
露
す
る
な
ど
、
院
内
で

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
っ
た
久
保
田
さ
ん
は
、
同
じ

趣
味
を
持
つ
2
人
の
患
者
さ
ん
と
出
会
い
、3
人
で
「
荒

削
り
な
音
楽
を
生
み
出
す
私
た
ち
」
と
い
う
意
味
の
バ

ン
ド
「N

oise Factory

」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ス

タ
ジ
オ
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、

仕
事
の
都
合
で
活
動
を
休
止
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
数
年
の
月
日
が
流
れ
、
行
田
で
指
圧

院
を
開
業
。
仕
事
の
合
い
間
に
1
人
で
楽
器
を
弾
い

て
楽
し
ん
で
い
た
久
保
田
さ
ん
で
す
が
、
再
び
音
楽

魂
に
火
を
付
け
る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
映
画

「
の
ぼ
う
の
城
」
の
公
開
で
す
。
ま
ち
全
体
が
活
気
づ

く
中
「
大
好
き
な
音
楽
を
通
し
て
わ
が
ま
ち
の
P
R

に
一
役
買
い
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
か
つ
て
の

仲
間
と
の
思
い
出
が
込
め
ら
れ
た
バ
ン
ド
名
に
「
平

凡
な
パ
パ
」
を
意
味
す
る
「
ぼ
ん
ぱ
ぱ
」
を
付
け
加

え
、
平
成
24
年
に
ソ
ロ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
を
流

す
だ
ろ
う
」
と
想
像
し
、
映
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作
成
。
行
田
浮
き
城
ま
つ
り
の
ス
テ

ー
ジ
で
初
め
て
そ
の
曲
を
披
露
し
ま
し
た
が
、
満
足

の
い
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
ず
、
苦
い
経
験
を

し
た
そ
う
で
す
。

　
「
人
前
で
歌
う
こ
と
は
や
め
よ
う
」
と
心
に
決
め
ま

し
た
が
、
自
分
の
思
い
と
は
逆
に
、
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
か
ら
演
奏
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
チ
ャ
ン
ス
を
棒
に
振
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
、

久
保
田
さ
ん
は
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
続
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
音
楽
と
行
田
へ
の
熱
い
思
い
は
加
速
し
、

今
で
は
「
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
」
な
ど
行
田
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
音
楽
が
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
B
G
M
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
聴
く
人
と
一
緒
に
な

っ
て
楽
し
め
る
よ
う
な
音
楽
を
生
み
出
せ
た
ら
す
て

き
で
す
ね
」
と
ほ
ほ
笑
む
久
保
田
さ
ん
。
音
楽
に
掛

け
る
情
熱
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
冷
め
る
こ
と
は

な
い
よ
う
で
す
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句
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広　場

○５月１日㈪～30日㈫に電話
または E メールで広報広聴
課広報広聴担当（内線 318）

　※応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、６月３
日㈪午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年7月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
5月生まれの
おともだち

○５月１日㈬～31日㈮に電話
またはEメールで広報広聴
課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームペー
ジをご覧ください。

○応募者多数の場合は、６月4
日㈫午前11時から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成24年7月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 24年
5月生まれの
おともだち
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ク
ト
ル
さ
ん
●母 

パ
メ
ラ
さ
ん

「
元
気
で
強
い
子
に

　
　
　
　
　
な
っ
て
ね
♡
」

横
田
　
宇う

海み

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

平
成
24
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れ
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持
田
）

平
成
24
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5
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れ
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太
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笑
顔
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子
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」

野
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ち
ゃ
ん
（
荒
木
）

平
成
24
年
5
月
20
日
生
ま
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●父 

桂
史
さ
ん
●母 

千
春
さ
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「
素
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で
元
気
な
子
に

　
　
　
　
　
育
っ
て
ね
☆
」
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ち
ゃ
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埼
玉
）

平
成
24
年
5
月
26
日
生
ま
れ

●父 

英
行
さ
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●母 

百
合
子
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ん

「
我
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家
の
太
陽
♡
」

小
和
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斗と
う

慎ま

ち
ゃ
ん
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駒
形
）

平
成
24
年
5
月
16
日
生
ま
れ

●父 

一
圭
さ
ん
●母 

有
紀
さ
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「
笑
顔
と
幸
せ
を

　
　
　
運
ん
で
き
た
僕
☆
」

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
豊
か
な
牛
乳
・

乳
飲
料
・
果
汁
清
涼
飲
料
を
通
し
て

「
健
康
と
お
い
し
さ
」
を
届
け
て
い

る
森
乳
業
株
式
会
社
。
同
社
と
い
え

ば
、「
わ
た
ぼ
く
コ
ー
ヒ
ー
」
を
は
じ

め
と
す
る
「
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
・

わ
た
ぼ
く
」
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
が
思

い
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

商
品
は
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
と
安

全
・
安
心
へ
の
こ
だ
わ
り
も
っ
て
製

造
さ
れ
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
の
モ
ッ

ト
ー
は
、『
良
質
第
一
』。
お
客
さ
ま

が
飲
む
製
品
を
生
産
す
る
会
社
と
し

て
、
品
質
は
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る

重
要
事
項
で
す
。
製
品
の
企
画
・
開

発
か
ら
、生
産
・
出
荷
に
至
る
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
が
規
則
を
順
守
し

な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
製
品
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
総
務
部
長

の
本
間
さ
ん
は
語
り
ま
す
。そ
し
て
、

さ
ら
な
る
お
い
し
さ
を
追
求
す
る
た

め
、
時
代
や
環
境
に
適
応
し
た
設
備

を
継
続
的
に
導
入
し
、
多
く
の
方
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
製
品
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
で
生
産
さ

れ
た
製
品
を
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
の
大
手
量
販
店
に
納
品
し
た

り
、
埼
玉
県
全
域
の
小
・
中
学
校
や

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
供
給
し
た
り

し
て
い
る
同
社
。
一
つ
一
つ
の
商
品

に
「
牛
乳
の
あ
る
暮
ら
し
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活

を
実
現
し
た
い
」
と
い
う
社
員
全
員

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
20
年
に
本
市
で
創
業
を
開
始

し
た
同
社
は
、
今
年
で
1
2
6
年
目

を
迎
え
ま
す
。「『
行
田
の
森
乳
業
』

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
に

元
気
の
源
を
つ
く
り
、
健
康
と
お
い

し
さ
を
届
け
て
い
き
た
い
。
そ
し
て

『
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
』
を
全
国
ブ

ラ
ン
ド
に
す
る
の
が
夢
で
す
」
多
く

の
方
の
笑
顔
に
出
会
う
た
め
に
、
同

社
の
飽
く
な
き
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

森乳業株式会社 徹底した品質管理の先に、
お客さまの笑顔

　市内にはたくさんの会社がありますが、どのような仕事をしているのか、どのような製品を
作っているかご存じですか。今月から市内の会社を訪問し、紹介するコーナーを始めます。

　　 会 社 プロフィー ル　　
代表取締役社長　槙島廣太郎
事業内容　牛乳、乳飲料、清涼飲
料、果汁飲料、その他の乳製品の
製造販売

〈新連載〉

ぎょうだの会社をぎょうだの会社を

25
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《
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
）

業
務
》

▼
期
間　
6
月
24
日
㈪
～
8
月
4
日

㈰
※
2
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　

▼
時
間　
午
前
7
時
～
9
時　

▼
業

務
内
容　
観
光
案
内
お
よ
び
電
話
応

対
な
ど　

▼
時
給　

9
0
0
円　

▼

募
集
人
数　
3
人

《
古
代
蓮
の
里
観
光
案
内
業
務
》

▼
期
間　
6
月
24
日
㈪
～
8
月
4
日

㈰
※
2
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　

▼
時
間　

午
前
8
時
～
午
後
1
時　

▼
業
務
内
容　
観
光
案
内
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど　

▼
時
給　

8
3
0
円　

▼
募
集
人
数　
3
人　

観
光
案
内
所
・
古
代
蓮
の
里
観
光
案

内
い
ず
れ
も

▼
�　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
5

月
17
日
㈮
ま
で
に
商
工
観
光
課
※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
面
接
に
て
選

考　

▼
問　
同
課
（
内
線
3
8
9
）

　

映
画
「
の
ぼ
う
の
城
」
の
公
開
に

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼

�　

5
月
29
日
㈬
午
後
7
時
ま
で
に

種
目
、
チ
ー
ム
名
、
メ
ン
バ
ー
名
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提

出
【
郵
送
】
〒
3
6
1
―
0
0
1
2 

行
田
市
下
須
戸
1
3
9
5 

行
田
市

民
卓
球
大
会
受
付
事
務
局
平
塚
宅

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
9
―
2
5
8
1　

▼

問　
平
塚
☎
5
5
9
―
3
7
1
4

▼
日
時　
6
月
4
日
㈫
午
前
9
時　
▼

場
所　
郷
土
博
物
館
玄
関
前　

▼
配

布
す
る
菊
苗　
厚
物
、
管
物
3
千
本　

▼
問　
商
工
観
光
課
（
内
線
3
8
2
）

▼
日
時　
6
月
1
日
㈯
午
前
9
時
～

10
時
ご
ろ
（
午
前
8
時
45
分
集
合
）

※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　
産
業

文
化
会
館
前　

▼
内
容　
水
城
公
園

お
よ
び
忍
城
址
を
愛
着
の
あ
る
公
園

に
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
清
掃
活
動
を
行
う
※
違
反
簡
易
広

告
物
除
却
推
進
員
に
よ
る
市
内
主
要

道
路
の
違
法
広
告
撤
去
作
業
も
行
う　

▼
持
ち
物　
清
掃
用
の
手
袋
、
ご
み

袋　

▼
主
催　
行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ

ゴ
シ
委
員
会　

▼
問　
同
委
員
会
事

務
局
（
都
市
計
画
課
内
☎
5
5
0
―

1
5
5
0
ま
た
は
管
理
課
内
☎
5‌

5

0
―
1
5
5
2
）

▼
日
時　
5
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
4
時
（
19
日
は
午
後

3
時
ま
で
）
※
雨
天
決
行　

▼
集
合

場
所　
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム　

▼
内
容　
市
内
中
心
部
に

あ
る
17
棟
の
足
袋
蔵
な
ど
で
、
作
品

展
示
・
販
売
、
演
奏
会
、
遊
び
体
験

な
ど
を
同
時
開
催
。
ま
た
、
ボ
ン
ネ

ッ
ト
バ
ス
や
人
力
車
も
登
場　

▼
参

加
費　
【
大
人
】
2
0
0
円
【
小
学

生
】
1
0
0
円
※
着
物
で
参
加
の
方

は
参
加
費
無
料
。
さ
ら
に
「
Ｍ
ｙ
足

袋
づ
く
り
体
験
」
1
千
円
割
引
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト　

▼
特
典　
足
袋
と
く

ら
し
の
博
物
館
入
館
無
料
、
ボ
ン
ネ

ッ
ト
バ
ス
乗
車
無
料
、
藍あ
い

染
め
体
験

割
引　

▼
主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ

う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
問　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
5
5
2
―

1
0
1
0

よ
り
、
大
勢
の
観
光
客
が
本
市
に
興

味
を
持
ち
、
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
の
ぼ
う
の
城
」
だ
け
で
は

な
い
行
田
の
魅
力
を
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

行
田
を
愛
す
る
気
持
ち
が
あ
れ

ば
、
年
齢
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
会

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
輩

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
丁
寧
に
教
え

て
く
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ

い
。

▼
�
・
問　
観
光
案
内
所
（
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
受
付
）
☎
5
5
0
―

1
6
1
1
ま
た
は
行
田
市
観
光
協
会

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
3
8
2
）

▼
日
時　

6
月
16
日
㈰
午
前
9
時　

▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

種
目　
団
体
戦
【
男
子
】
1
部
・
2

部
（
4
単
1
複
方
式
）
1
チ
ー
ム
4

人
【
女
子
】
1
部
・
2
部
（
2
単
1

複
方
式
）
1
チ
ー
ム
3
人
※
学
生
は

男
女
各
3
チ
ー
ム
ま
で　

▼
参
加
費　

1
チ
ー
ム
2
千
円
（
学
生
は

1
千
5
0
0
円
）
※
連
盟
未
登
録
の

場
合
は
2
千
5
0
0
円　

▼
対
象　

イ
ベ
ン
ト

市
の
花
・
菊
苗
の

無
料
配
布

臨
時
職
員

水
城
公
園
お
よ
び
忍
城
址

の
清
掃
活
動

平
成
25
年
度
行
田
市
民
卓

球
大
会
春
季
団
体
戦

行
田
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

募

　
　集

第
9
回
ぎ
ょ
う
だ
蔵
め
ぐ
り
ま

ち
あ
る
き
～
蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
2
0
1
3
～

262013. 5 　市報 ぎょうだ
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▼
日
時　
5
月
21
日
㈫
午
後
6
時
～

9
時　

▼
場
所　

前さ
き

玉た
ま

神
社　

▼

内
容　
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
な
ど
を

通
し
て
、
前
玉
神
社
を
中
心
に
、
新

た
な
魅
力
（
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
）
を

発
信
す
る　

▼
参
加
無
料　
▼
主
催　

㈳
行
田
青
年
会
議
所　

▼
後
援　
行

田
市　

▼
問　
同
会
議
所
事
務
局
☎

5
5
6
―
4
1
1
5

▼
日
時　
5
月
25
日
㈯
午
前
8
時
30

分
～
午
後
3
時　

▼
集
合
場
所　
水

城
公
園
市
民
広
場　

▼
内
容　
埼
玉

古
墳
群
を
は
じ
め
、
数
々
の
名
所
、

旧
跡
を
訪
ね
、
本
市
の
歴
史
と
文
化

を
学
び
な
が
ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む　

▼
対
象　
小
学
生
～
大
人

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）　

▼
参
加
無
料　
▼
主
催　
行
田
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

▼
後
援　
行
田
市

ほ
か　

▼
そ
の
他　
事
前
申
し
込
み

不
要
。
参
加
者
に
記
念
品
を
贈
呈　

▼
問　
同
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務

局
☎
5
6
4
―
3
0
0
1
（
火
曜
日

を
除
く
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）

▼
日
時　
6
月
2
日
㈰
午
前
9
時
※

雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　
さ
き
た

ま
古
墳
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
さ
き

た
ま
史
跡
の
博
物
館
側
）　

▼
内
容　

野
草
・
野
鳥
の
観
察
や
、
郷
土
の
歴

史
と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
す
る　

▼
主
催　

み
ど

り
の
ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼

参
加
無
料　
▼
持
ち
物　
お
持
ち
の

方
は
双
眼
鏡
（
7
～
8
倍
）　

▼
そ

の
他　
汚
れ
て
も
い
い
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

▼
問　

行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎

5
6
4
―
3
0
0
0

▼
日
時　
6
月
23
日
㈰
午
前
6
時
出

発　

▼
集
合
場
所　
市
内
循
環
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場　

▼
行
程　
菅

平
牧
場
〜
根
子
岳
〜
菅
平
高
原
ス

キ
ー
場
（
バ
ス
利
用
）　

▼
歩
行
時

間　
約
4
時
間　

▼
参
加
費　
3
千

円
（
交
通
費
な
ど
）　

▼
定
員　
50

人
（
先
着
順
）　

▼
服
装　
長
ズ
ボ

ン
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
帽
子
、
登
山
靴
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
歩
き
や
す
い

服
装　

▼
持
ち
物　
弁
当
、飲
み
物
、

雨
具
（
カ
ッ
パ
な
ど
）、
靴
下
、
下

着
な
ど　

▼
�　

参
加
費
を
添
え
て

5
月
26
日
㈰
午
前
9
時
〜
11
時
に
中

央
公
民
館
創
作
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
問　
行
田
山
の
会
河
田
☎
5
5
4

―
3
4
5
0

▼
日
時　
6
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
4
時　

▼
場
所　
長

野
公
民
館　

▼
入
場
無
料　

▼
問　

な
が
の
写
遊
会
代
表
仁
木
☎
5
5
4

―
3
5
4
4

▼
日
時　
6
月
7
日
㈮
～
9
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時
（
9
日
は
午

後
3
時
ま
で
）　

▼
場
所　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼

問　

越
☎
0
9
0
―
7
0
1
6
―

8
3
1
2

▼
日
時　

5
月
26
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所　

熊
谷
文
化
創
造

館
さ
く
ら
め
い
と
（
熊
谷
市
拾
六

間
1
1
1
―
1
）　

▼
曲
目　
「
交

響
曲
第
7
番
」「
交
響
曲
第
1
0
0

番
『
軍
隊
』」「
序
曲
『
ロ
ー
マ
の

謝
肉
祭
』」　

▼
入
場
料　
【
前
売

り
】
1
千
円
【
当
日
】
1
千
3
0
0

円
（
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

7
0
0
円
）
※
4
歳
か
ら
入
場
可　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

同
館
さ

く
ら
め
い
と
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、

八
木
橋
百
貨
店
ほ
か　

▼
問　

埼

玉
交
響
楽
団
事
務
局
☎
5
3
2
―

9
0
1
2

▼
日
時　
5
月
26
日
㈰
、
6
月
23
日

㈰
午
前
11
時
～
正
午
、
午
後
2
時
45

分
～
3
時
45
分
（
2
回
公
演
）
※
雨

天
中
止　

▼
場
所　
忍
城
址　

▼
出

演　
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
市
内
在
住

の
歌
手
）　

▼
観
覧
無
料　
▼
主
催　

㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問　
同
企
画
☎

5
5
4
―
0
7
8
9

▼
日
時　
6
月
13
日
㈭
午
前
9
時
30

分
～
11
時
50
分　

▼
場
所　
県
立
熊

谷
特
別
支
援
学
校
（
熊
谷
市
川
原
明

戸
6
0
5
）　

▼
内
容　
学
校
概
要
・

各
学
部
説
明
、
授
業
参
観　

▼
対
象　

同
校
の
教
育
に
関
心
を
持
つ
方
ま
た

は
同
校
へ
の
就
学
を
考
え
て
い
る
方　

▼
�
・
問　
6
月
7
日
㈮
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
校
☎
5
3
2

―
3
6
8
9
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
3
0
―

1
0
8
9

な
が
の
写
遊
会

写
真
発
表
会

陶
芸
作
品
展

ク
ラ
フ
ト
み
ら
い

埼
玉
交
響
楽
団

第
70
回
定
期
演
奏
会

埼
玉
県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開

行
田
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

“
古
代
ロ
マ
ン
と
歴
史
絵
巻

　
　
　
　
　
　
　

ウ
ォ
ー
ク
”

魅
力
創
造
に
よ
る
愛
の
芽
生
え

～
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in

　
　
　
　
　
　
　

さ
き
た
ま
～

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
根
子
岳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
）

第
８
回
未
来
へ
残
し
た
い
行
田

の
自
然
八
景
ウ
ォ
ー
ク
～
さ
き

た
ま
風
土
記
の
丘
を
歩
く

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
♪
震
災
復
興
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
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広告

InformationInformation 催し・募集
▼
日
時　
6
月
3
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　

▼
内
容　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
る
（
託
児

付
き
）　

▼
対
象　
市
内
在
住
で
乳

幼
児
を
持
つ
保
護
者　

▼
定
員　
30

人　

▼
参
加
費　

1
0
0
円　

▼
主

催　
行
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会　

▼
後
援　
行
田
市
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か　

▼
�
・
問　

同
協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
5
月
19
日
㈰
、
6
月
16
日

㈰
い
ず
れ
も
午
前
10
時
、
午
後
1
時　

▼
場
所　
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本

部
熊
谷
地
域
事
務
所　

▼
対
象　
中

学
生
～
26
歳
の
方
と
そ
の
保
護
者
な

ど　

▼
資
料
請
求
・
問　
同
事
務
所

（
〒
3
6
0
―
0
0
3
7 

熊
谷
市

筑
波
3
―
90
―
1 

国
際
ビ
ル
2
階
）

☎
5
2
2
―
4
8
5
5

▼
日
時　

5
月
24
日
㈮
午
後
1
時

～
3
時　

▼
場
所　
商
工
セ
ン
タ
ー

4
0
3
研
修
室　

▼
内
容　
国
、
県
、

市
の
各
種
助
成
金
の
説
明
会　

▼
定

員　
20
人　

▼
受
講
無
料　
▼
�
・

問　

5
月
21
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
商
工
会
議
所

☎
5
5
6
―
4
1
1
1
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

5
5
6
―
0
0
5
9

▼
日
時　

5
月
28
日
㈫
・
29
日
㈬

午
後
6
時
～
9
時　

▼
場
所　
商
工

セ
ン
タ
ー
4
0
3
研
修
室　

▼
内
容　

自
分
が
や
り
た
い
事
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

す
る
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ　

▼
講
師　

太
田
敬
治
さ
ん
（
㈱
Ｈ
Ａ
Ｌ
）　

▼

定
員　
15
人　

▼
受
講
料　
3
千
円　

▼
�
・
問　
5
月
23
日
㈭
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
商
工
会
議

所
☎
5
5
6
―
4
1
1
1
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

5
5
6
―
0
0
5
9

▼
日
時　
5
月
19
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

▼
場
所　
中
央
公

民
館
第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」内
）

▼
内
容　

企
画
政
策
課
職
員
に
よ

る
「
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
の
講
義　

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼

定
員　
50
人
（
先
着
順
・
要
申
し
込

み
）　

▼
参
加
無
料　
▼
主
催　

行

田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　

▼
�
・

問　
中
村
☎
0
9
0
―
1
7
7
8
―

4
0
6
2

▼
日
時　
6
月
22
日
㈯
午
後
3
時
～

4
時
30
分　

▼
場
所　
商
工
セ
ン
タ

ー
4
0
1
研
修
室　

▼
内
容　
村
山

吉
廣
さ
ん
（
日
本
詩
経
学
会
会
長
）

に
よ
る
講
演
「
近
藤
棠
軒
先
生
の

宋
名
臣
言
行
録
を
読
む
」　

▼
入
場

無
料　
▼
主
催　
㈶
忍
郷
友
会
、
行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会　

▼

後
援　
行
田
商
工
会
議
所
ほ
か　

▼

�
・
問　
6
月
10
日
㈪
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
☎
5
5
6
―

9
0
0
0（
火
・
金
曜
日
の
み
）【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
5
5
6
―
9
0
0
7

▼
日
時　
6
月
8
日
～
平
成
26
年
5

月
の
土
曜
日
（
月
2
回
）
午
前
9
時

～
正
午　

▼
場
所　
忍
・
行
田
公
民

館　

▼
内
容　
日
本
舞
踊
の
実
技
お

よ
び
邦
楽
器
の
体
験　

▼
対
象　
市

内
在
住
の
小
学
生
～
高
校
生
※
邦
楽

器
の
体
験
は
小
学
3
年
生
以
上　

▼

定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用　

月
額
1
千
5
0
0
円　

▼
�　

5
月

11
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
に
直
接

忍
・
行
田
公
民
館　

▼
問　
西
川
☎

5
5
6
―
3
2
4
5
ま
た
は
岩
下
☎

0
9
0
―
2
4
8
0
―
5
8
1
5

▼
日
時　
5
月
15
日
～
平
成
26
年
1

月
29
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
24
回
）

午
後
3
時
～
3
時
45
分
（
祝
日
、
長

期
休
業
を
除
く
）　

▼
場
所　
県
立

羽
生
高
等
学
校　

▼
内
容　

英
文

学
の
中
か
ら
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

作
品
や
児
童
文
学
を
選
び
、
読
み

深
め
る　

▼
定
員　
30
人　

▼
受
講

料　
1
千
7
5
0
円　

▼
�　

同
校

ま
た
は
行
田
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
で

配
布
し
て
い
る
特
別
講
座
受
講
案
内

を
参
照
し
、
所
定
の
応
募
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
校
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。【
は
が
き
】
〒

3
4
8
―
0
0
3
1 

羽
生
市
加
羽

ヶ
崎
3
0
3
―
1　

▼
問　
同
校
☎

5
6
1
―
0
7
1
8

夢
が
か
な
う
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

作
成
法
～
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る

エ
ッ
セ
ン
ス
～

～
郷
土
先
人
の
業
を
明
ら
か
に

す
る
市
民
講
座
～
近
藤
棠
軒
先

生
の
宋
名
臣
言
行
録
を
読
む

自
衛
官
等
採
用
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

知
っ
て
得
す
る　

企
業
向
け

助
成
金
セ
ミ
ナ
ー

県
立
羽
生
高
等
学
校
特
別
講
座

英
語
de
文
学

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
14
回
公
開
学
習
会

忍
川
が
、行
田
が
生
ま
れ
か
わ
る
!!

相

　
　談

講
座
・
教
室

282013. 5 　市報 ぎょうだ



広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　

6
月
5
日
～
7
月
3
日

の
毎
週
水
曜
日
（
全
5
回
）
午
後

7
時
15
分
～
8
時
15
分　

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル　

▼
対
象　

市
内
在

住
、
在
勤
で
18
歳
以
上
の
方　

▼
定

員　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

1
千
5
0
0
円
（
入
場
料
、
保
険
料

含
む
）　

▼
�　

5
月
29
日
㈬
ま
で

の
毎
週
水
・
土
曜
日
、
午
後
5
時
30

分
〜
6
時
40
分
に
費
用
を
添
え
て
市

民
プ
ー
ル
窓
口　

▼
問　
行
田
市
水

泳
連
盟
事
務
局
関
根
☎
5
5
4
―

1
6
7
7

▼
日
時　
5
月
16
日
～
6
月
6
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
4
回
）
午
後
7

時
～
8
時
（
1
ク
ラ
ス
）、
午
後
8

時
～
9
時
（
1
ク
ラ
ス
）　

▼
場
所　

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
定
員　

各
ク
ラ
ス
8
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費　
3
千
円
※
当
日
徴
収　

▼
主

管　
行
田
市
テ
ニ
ス
協
会　

▼
�
・

問　

横
田
☎
5
5
4
―
8
1
6
4

（
午
後
7
時
～
9
時
）
ま
た
は
【
Ｅ
メ
ー

ル
】t.t.yokota@

gm
ail.com

水
泳
教
室

中
学
生
お
よ
び
高
校
生

テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時　
5
月
19
日
～
7
月
21
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
9

時
～
正
午　

▼
場
所　
桜
ヶ
丘
小
学

校
体
育
館　

▼
対
象　
市
内
の
小
学

1
年
生
～
6
年
生　

▼
定
員　
10
人　

▼
参
加
費　
2
千
円　

▼
主
催　
行

田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

▼
�
・
問　
髙
澤
☎
5
5
6
―

5
8
7
8

▼
勤
務
期
間　
6
月
中
旬
～
8
月
中

旬
※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
（
勤
務

日
数
な
ど
応
相
談
）　

▼
勤
務
時
間　

午
前
7
時
か
ら
3
～
4
時
間
程
度

（
状
況
に
よ
り
延
長
有
）　

▼
勤
務
場

所　
古
代
蓮
会
館
お
よ
び
売
店　

▼

業
務
内
容　
会
館
内
の
受
付
案
内
業

務
ま
た
は
売
店
接
客
業
務　

▼
応
募

資
格　
18
歳
以
上
の
方
で
土
・
日
曜

日
の
勤
務
が
可
能
な
方　

▼
募
集
人

数　
若
干
名　

▼
時
給　
【
午
前
7

時
～
9
時
】
9
0
0
円　
【
午
前
9

時
以
降
】
7
8
0
円　

▼
選
考
方

法　
書
類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　

▼
�　

5
月
26
日
㈰
ま
で
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
古
代
蓮
会
館
へ
持

参▼
日
時　
5
月
15
日
㈬
～
6
月
3
日

㈪
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休

室　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容　
行
田
市

書
道
人
連
盟
会
員
の
作
品
展　

▼
入

場
無
料

▼
日
時　
6
月
5
日
㈬
〜
24
日
㈪
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
場

は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休
室　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容　
行
田
美
術
会

会
員
の
作
品
展　

▼
入
場
無
料

古
代
蓮
の
里
（
蓮
の
開
花

期
間
）
ス
タ
ッ
フ
募
集

	行田市の人口と世帯	 人口85,648人　男42,582人　女43,066人　世帯数33,587世帯
	（平成25年4月1日現在）	 3 月中の異動　出生52人　転入等382人　死亡65人　転出等438人住民基本台帳人口

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室

グリーンアリーナ　アルバイト・パートスタッフグリーンアリーナ　アルバイト・パートスタッフ
職　　種 勤　務　時　間 対象 採用人数 時　給 申し込み・問い合わせ

グリーンアリーナ
窓 口 受 付・ 施 設
管 理 ス タ ッ フ

【平日夜間】
午後5時30分～9時30分
【土・日曜日、祝日】
午前8時30分～午後9時30分
のうち４～８時間程度
※週３日程度のローテーショ

ン勤務

18歳以上
65歳以下 若干名

800円
※試用期間(2カ月間)
　あり
※試用期間は780円

履歴書(写真貼付)を持参の
上、5月21日㈫までにグリー
ンアリーナ窓口
※選考方法は面接試験
　グリーンアリーナ
　☎553―3377

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

㈶行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

申し込み・問い合わせ
産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

第
18
回
彩
夏
書
展

第
52
回
絵
画
展
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市長マニフェスト
特集

P.2

「まちづくり重点戦略」の
取り組み状況をお知らせします

市長マニフェスト
特集

P.2

P.5P.5

「まちづくり重点戦略」の
取り組み状況をお知らせします

川のまるごと再生プロジェクトが　　
本年度からスタートします

川のまるごと再生プロジェクトが　　
本年度からスタートします

さきたま緑道さきたま緑道
りょく どうりょく どう

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　さきたま緑
りょく

道
ど う

は、さきたま古
こ

墳
ふ ん

公
こ う

園
え ん

から武
む さ し

蔵水
す い

路
ろ

に沿
そ

って
鴻
こ う の す

巣市
し

まで続
つ づ

く、遊
ゆ う

歩
ほ

道
ど う

と自
じ

転
て ん

車
し ゃ

道
ど う

がある緑
りょく

道
ど う

です。緑
りょく

道
ど う

に
はいろいろな花

は な

や木
き

が植
う

えられていて、四
し

季
き

折
お り

々
お り

の変
へ ん

化
か

が楽
た の

しめることから、たくさんの人
ひ と

が散
さ ん

歩
ぽ

やジョギングをしたり、
サイクリングをしたりしているよ。

　また、さきたま緑
りょく

道
ど う

には、平
へ い

成
せ い

元
が ん

年
ね ん

に開
か い

催
さ い

された「第
だ い

4回
か い

国
こ く

民
み ん

文
ぶ ん

化
か

祭
さ い

さいたま'89」に伴
ともな

い製
せ い

作
さ く

された彫
ちょう

刻
こ く

50点
て ん

が展
て ん

示
じ

されているから、散
さ ん

歩
ぽ

をしながらお気
き

に入
い

りの彫
ちょう

刻
こ く

を見
み

つけ
るのもいいかもね。5月

が つ

は新
し ん

緑
りょく

の季
き

節
せ つ

。家
か

族
ぞ く

や友
ゆ う

人
じ ん

と緑
みどり

溢
あ ふ

れ
る緑

りょく

道
ど う

を歩
あ る

いて、爽
さ わ

やかな風
か ぜ

を感
か ん

じてくださいね。

　 4月6日、水城公園市民広場で水城公園桜ボンボリまつりが開
催されました。
　この催しで行われた行田大茶会は、目の前でたてたお茶を味わ
うことができるとあって、毎年大人気。来場者は、桜吹雪が舞う
中で日常とは一味違ったお茶を楽しむことができたようです。

 

行
田
市
は
、
北
に
利
根
川
、
南
に
荒
川
が
流

れ
る
起
伏
の
な
い
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
地
形
と
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
以

降
で
、
い
に
し
え
の
行
田
の
風
景
は
現
在
と
か

な
り
異
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

地
質
的
に
行
田
市
は
、
大
宮
台
地
北
端
の
加

須
低
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
大
宮
台
地
は
縄

文
時
代
前
期
（
約
5
～
6
千
年
前
）
ご
ろ
は
北

側
の
館
林
台
地
と
一
続
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
行
田
市
は
、
南
北
に
台
地
が
貫
き
、

か
な
り
起
伏
の
あ
る
地
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
利
根
川
も
そ
の
台
地
に
遮
ら
れ
て
、
大

宮
台
地
の
西
側
（
現
在
の
元
荒
川
側
）
を
流
れ

て
い
ま
し
た
。

 

そ
れ
が
ど
う
し
て
現
在
の
姿
に
変
わ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
行
田
市
が
位
置
す
る
加
須
低
地

は
、
関
東
造ぞ

う

盆ぼ
ん

地ち

運
動

で
低
地
化
し
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
低
地
化
に
よ
り
、

妻
沼
か
ら
加
須
周
辺
地

域
の
土
地
が
す
り
鉢
状

に
地
盤
沈
下
し
、
そ
こ

に
利
根
川
な
ど
が
運
ん

で
き
た
土
砂
が
堆
積
。

や
が
て
台
地
が
埋
没

し
、
平
ら
な
土
地
と
な

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

利
根
川
と
古
代
の
行
田

行田

歴
史
系
譜

2

230

り
現
在
の
地
形
に
な
っ
た
の
で
す
。

 

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
利
根
川
や
荒
川
の
流

れ
は
幾
度
と
な
く
変
わ
り
、
行
田
市
域
の
景
観

は
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
利

根
川
が
大
宮
台
地
の
東
側
に
流
れ
を
変
え
た
時

期
に
つ
い
て
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前

期
（
約
1
千
6
0
0
年
前
～
2
千
年
前
）
ご
ろ

と
す
る
説
と
、
奈
良
時
代
（
8
世
紀
）
以
降
と

す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
後
者
の
説
で
は
、

古
墳
時
代
後
期
（
6
～
7
世
紀
）
に
は
、
酒
巻

地
区
の
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
付
近
か
ら
下
忍
小

学
校
付
近
へ
と
大
宮
台
地
の
西
側
を
利
根
川
が

流
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

 

行
田
市
に
は
弥
生
時
代
後
期
の
遺
跡
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
台
地
が

沈
下
し
、
利
根
川
の
流
れ
が
東
側
に
寄
り
始
め
、

市
内
全
域
が
利
根
川
の
氾
濫
区
域
に

な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
氾
濫
で
堆
積
し
た
肥ひ

沃よ
く

な
土
砂
が
古
墳
時
代
以
降
の
行
田
の

農
業
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

現
在
ま
で
続
い
て
い
る
「
水
の
恵

み
」
と
「
災
害
」
と
の
深
い
関
わ
り

が
、
利
根
川
流
路
の
東
側
へ
の
変
遷

と
共
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

利根大堰
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